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表
題
の
答
え
は
「
自
分
自
身
で
守
る
」
で
す
。

　

若
い
世
代
の
方
は
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
年
齢
が
あ
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
、

体
調
の
変
化
な
ど
、
健
康
状
態
が
気
に
な
っ
て
き
ま

す
。
健
康
の
た
め
に
と
運
動
を
始
め
た
り
、
食
事
に

注
意
し
た
り
、
検
診
を
受
け
た
り
し
ま
す
。

　

気
に
な
り
だ
し
た
と
き
は
、
ま
ず
、
医
師
に
相
談

す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
健
康
に
関

す
る
悩
み
を
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
と

安
心
で
す
。
悩
ん
で
待
っ
て
い
て
は
駄
目
で
す
。

　

特
に
、
食
事
は
自
分
で
注
意
し
、
適
切
な
塩
分
量

で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
も

最
近
は
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
な
い
よ
う
気
に
か
け
て
い

ま
す
。

　

食
事
と
と
も
に
適
度
な
運
動
も
必
要
で
す
。
特
に

筋
力
の
衰
え
を
防
止
す
る
た
め
の
運
動
が
効
果
的
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
で
あ
れ
ば
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
何
で
も
で

き
る
時
代
で
す
。
自
分
の
楽
し
み
も
！

　

健
康
は
誰
も
守
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
で
守
る
も
の
で
す
」

市では健康の意識づけを行う事業も実施しています

健
康
は
誰
が
守
る

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
７
年
春
の
叙
勲

第
44
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
小
綬
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長お
さ

さ
ん（
本
戸
）
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自
衛
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第
14
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団
長

瑞
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双
光
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大お
お
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和か
ず
ひ
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さ
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下
郷
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元　

公
立
小
学
校
長

瑞
宝
単
光
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ぐ
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お
士
男
さ
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本
戸
）

元　

笠
間
市
消
防
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副
団
長

瑞
宝
単
光
章

菊き
く
ち池 

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん（
鯉
淵
）

元　

茨
城
県
警
部

瑞
宝
単
光
章

進し
ん
ど
う藤 

守ま
も
るさ

ん（
鴻
巣
）
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茨
城
県
警
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瑞
宝
単
光
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か
む
ら村 
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み
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さ
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泉
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准
空
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［表紙］
　笠間市立病院でリハビリを行う
様子を撮影しました。
　市立病院では、皆さんの生活に
寄り添った医療を心がけていま
す。

［題字］

関
せき

　紫
し

芳
ほう

さん（書作家／大古山在住）

窓口休日開庁サービス窓口休日開庁サービス

SNSSNS

７月の休日救急診療当番７月の休日救急診療当番（午前9時～午後5時）（午前9時～午後5時）

日曜日：市役所本所　午前8時30分～正午　市民課（住民異動届、パスポート申請等の一部業務は除く）、収税課（月末のみ）
※年末年始（12月29日～１月３日）を除く　　※上記以外の窓口の延長は行っていません。
※マイナンバーカードの交付等については予約制です。

最新の情報は
市公式SNSで
チェック！

※平日夜間午後７時～９時（土曜日・祝日・年末年始を除く）は笠間市立病院
で初期救急診療を行っています。

※当番医は変更になる場合がありますので電話確認の上、受診してください。
※急な病気やケガで救急車を呼ぶか迷ったときは、以下をご利用ください。受

診可能な医療機関もご案内します。24 時間 365 日対応です。

４ 特集 　生活に寄り添う医療

8 まちおこしのスパイス

9 からだと向き合う

10 情報しっとく日和

15 Sustaina KASAMA

16 かさまのれきし

17 図書館

18 ダイバーシティ笠間を目指して

19 かさま食彩

20 コンデキ
こんな出来事ありました

21 HOT PEOPLE
注目の笠間人を紹介します

22 農業委員・農地利用最適化
推進委員の紹介

24 合併 20 周年記念イベント
茨城野音

毎週日曜 笠間市立病院  TEL.0296-77-0034
いけうち医院  TEL.0296-72-1105７月21日（月・祝）

　（海の日）
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生
活
に
寄
り
添
う
医
療

市が運営する医療機関－笠間市立病院－ 地
域
医
療
と
か
か
り
つ
け
医

専門外来ほか ※要予約

禁煙外来

飲酒量低減外来

プレコンセプションケア

約 80 年つづく地域の医療機関

外
来（
平
日
）

診
療
の
案
内

■ 受付時間　　  午前 8 時 30 分～11 時　　　午後 1 時～ 4 時
■ 診療時間
　　［午前の部］　月曜日～金曜日　午前 9 時～　　　［午後の部］　月曜日～金曜日　午後 1 時 30 分～
■ 休 診 日　　  土曜日、日曜日、祝日　年末年始（12月 29日～1月 3日）
■ 場　　所　　  笠間市南友部 1966-1
■ 問　　　　　  TEL.0296-77-0034

特集

　過剰な飲酒による有害事象を減らすため、一人ひとり適切な
飲酒量について情報を提供し、よりよい健康行動につなげます。

　将来の妊娠に備えた健康維持・妊娠や出産にかかわる正し
い知識をお伝えします。

　保険適用による禁煙治療を行います。

栄養食事指導のご案内
　外来・入院・訪問診療の患者で、食事療法が必要
な方には個別栄養指導を行っています。
　管理栄養士が、日常生活や食習慣に合わせた内容
の食事を提案します。

予防接種のご案内
　定期予防接種のほか任意の予防接種も行っています。

健康診断などのご案内
　就職時健康診断、企業健康診断、生活習慣病予防健診、特定健康診査
を実施しています。

　笠間市立病院は、その名のとおり笠間市が運営する公立の医療機関として地域に密着し、皆さんの健康と福祉に貢献す
るため、安心して利用できる医療の提供と在宅医療の推進に力を入れています。
　その歴史は古く、昭和 21 年に茨城県医療農業協同組合連合会が国民健康保険直診病院として、元筑波航空隊下士官
集会所に水戸協同病院友部分院を開設したことが始まりです。その後、友部協同病院への改名や、友部町による運営、そ
して平成 18 年の３市町合併を経て現在の「笠間市立病院」に至ります。平成 30 年には現住所に「地域医療センターかさま」
が新築され、その中に地域医療の拠点として移転開院しました。
　内科（総合診療）のほか、さまざまな専門外来診療を行っています。

内科（総合診療科）
　子どもから高齢の方まで、特定の臓器や疾患に限定せず、また、病気だけでなくその方の家族や生活、地域にも目を向け、
さまざまな視点で診療しています。

　皆
さ
ん
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」
を
聞
か
れ
た

と
き
、
ぱ
っ
と
思
い
浮
か
ぶ
病
院
は
あ
り
ま
す

か
？　普

段
あ
ま
り
病
院
に
か
か
る
こ
と
が
な
い
方

に
と
っ
て
は
、
い
ざ
病
院
に
か
か
ろ
う
と
思
っ
た

と
き
、
ど
の
病
院
に
か
か
る
か
迷
う
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　か
か
り
つ
け
医
と
は
、
日
常
的
な
健
康
管
理

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
医
師
の
こ
と
で
す
。

風
邪
を
ひ
い
た
と
き
や
ち
ょっ
と
し
た
体
調
不
良

の
際
、
ま
ず
相
談
で
き
る
医
師
が
い
る
と
安
心

で
す
よ
ね
。
ま
た
、
健
康
診
断
や
予
防
接
種
、

慢
性
疾
患
の
管
理
な
ど
を
通
じ
て
、
健
康
状
態

を
継
続
的
に
把
握
し
て
く
れ
る
存
在
で
す
。

　で
は
、
か
か
り
つ
け
医
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
通
い
や
す
さ
で

す
。
自
宅
や
職
場
の
近
く
に
あ
る
病
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は

健
康
に
関
す
る
こ
と
を
何
で
も
相
談
で
き
る
う
え
、
最
新

の
医
療
を
熟
知
し
て
、
必
要
な
時
に
は
専
門
医
、
専
門

医
療
機
関
を
紹
介
し
て
く
れ
る
、
身
近
で
頼
り
に
な
る

地
域
医
療
、
保
健
、
福
祉
を
担
う
総
合
的
な
能
力
を
有

す
る
医
師
。

引
用
元
：
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
平
成
25
年
日
本
医
師
会
提
言
の

文
言
）

右の二次元コードを読み取り医療機関を確認
「笠間くらしのガイドブック」の 112 ページに、笠間市医師会・笠間市歯科医師会の
医療機関一覧を掲載しています。または 笠間市医師会 で検索

健康管理の方針を確認　ー気になる医療機関が見つかったらー
医師によって診療方針や得意分野は異なります。健康管理のニーズに合った医師かどうかを確認しましょう。

コミュニケーション　ー話しやすさ　説明がわかりやすい　安心できるー
医師との相性も大事な要素です。長く付き合っていくためにも、
信頼関係を築ける医師を見つけることが重要です。

■ かかりつけ医が見つかったら
　  身近で頼りになる「かかりつけ医」に健康について何でも相談することが大切です。
　  ●生活習慣病の予防や健康相談も日ごろから　  ●症状や気になる体調の変化を伝えましょう　  ●効果的な治療のためにもよく話しましょう

笠間市医師会・県立中央病院、笠間薬剤師会および県立こころの医療センター勤務薬剤師などと
連携し笠間市立病院で診療を行っています。

■ 平日夜間診療
　  月～金曜日　午後 7 時～ 9 時
　  （祝日、12 月 31 日～ 1 月 3 日を除く）
※受診前に電話で症状をお伝えください。TEL.0296-77-0034（笠間市立病院）　※祝日や年末年始は医師会の医療機関が輪番制で診療しています。 詳しくはこちら

■ 日曜診療
　  日曜日　午前 9 時～午後 5 時
　  （12 月 30 日～ 1 月 3 日を除く）

STEP   1

STEP   2

STEP   3

平日夜間・日曜初期救急診療

■ かかりつけ医の見つけ方
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「笠間くらしのガイドブック」の 112 ページに、笠間市医師会・笠間市歯科医師会の
医療機関一覧を掲載しています。または 笠間市医師会 で検索

健康管理の方針を確認　ー気になる医療機関が見つかったらー
医師によって診療方針や得意分野は異なります。健康管理のニーズに合った医師かどうかを確認しましょう。

コミュニケーション　ー話しやすさ　説明がわかりやすい　安心できるー
医師との相性も大事な要素です。長く付き合っていくためにも、
信頼関係を築ける医師を見つけることが重要です。

■ かかりつけ医が見つかったら
　  身近で頼りになる「かかりつけ医」に健康について何でも相談することが大切です。
　  ●生活習慣病の予防や健康相談も日ごろから　  ●症状や気になる体調の変化を伝えましょう　  ●効果的な治療のためにもよく話しましょう

笠間市医師会・県立中央病院、笠間薬剤師会および県立こころの医療センター勤務薬剤師などと
連携し笠間市立病院で診療を行っています。

■ 平日夜間診療
　  月～金曜日　午後 7 時～ 9 時
　  （祝日、12 月 31 日～ 1 月 3 日を除く）
※受診前に電話で症状をお伝えください。TEL.0296-77-0034（笠間市立病院）　※祝日や年末年始は医師会の医療機関が輪番制で診療しています。 詳しくはこちら

■ 日曜診療
　  日曜日　午前 9 時～午後 5 時
　  （12 月 30 日～ 1 月 3 日を除く）

STEP   1

STEP   2

STEP   3

平日夜間・日曜初期救急診療

■ かかりつけ医の見つけ方
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詳しくはこちら

院長　石塚  恒夫［内科・勤続年数 27 年］

　当院は、「地域に密着した医療の実践」「在宅医療の重視」を理念に掲げ、患者の皆さんが普
段通りの生活をできるだけ長く持続できる支援を大事にしています。
　笠間市は、保健・医療・介護が連携し、互いの専門知識をいかしながら患者や家族をサポート
する体制ができています。当院もその連携の一翼を担い、これからも地域に貢献していきます。
　また、総合診療医の養成にふさわしい教育機関となることも目指しています。筑波大学附属病
院との連携で、指導医を派遣いただきながら研修医や医学生を積極的に受け入れています。地域
医療を経験した医師が、今度は指導医として戻ってくる、そんな病院でありたいと考えています。

副院長　稲葉  崇［内科・勤続年数 9年］

　総合診療・家庭医療の専門医として、幅広い疾患に対する外来診療を行い、病気を診るだけ
でなく、その人の生活全体を支えることを大切にし、病気に限らないさまざまな相談にも応えられる
よう努めてきました。訪問診療にも力を入れ、末期がんの方や難病などの方も含め、誰もが自宅で
安心して療養でき、最期を住み慣れた場所で迎えたいという方をサポートする診療を行っています。
　病院全体がより効率的で質の高い医療を提供できる体制作りにも取り組み、笠間市の皆さんが
より安心して受診できる病院を目指していきます。スタッフとともに日々 努力を続け、これからも地域
に根ざした医療が提供できるよう尽力していきます。

荻野 利紗
［内科・勤続年数 10 年］

　患者のあらゆる問題に対応
できる医師を目指し、地域の
皆さんのお力になれるよう頑張
ります。

田　一秀
［内科・勤続年数 2年］

　外来病棟・訪問診療・内
視鏡を担当しています。気軽
にご相談ください。

小野 有理
［内科・勤続年数 3年］

　皆さんの「困り事」、お気軽
にご相談ください。診療を通し
て人としても成長させていただ
いています。

松島 勇治
［皮膚科・勤続年数 11 年］

　20 年前に診た小学生が今
はお子さんを診療に連れてきて
くれています。地域のかかりつ
け医としてありがたい診療が展
開されています。

関  忍
［内科・勤続年数７年］

　主に運動器疾患を専門とし
て診療を行っている整形外科
医です。痛みでお困りの方は
ご相談ください。

松岡  廣
［皮膚科・勤続年数２年］

　笠間市近隣の方の皮膚トラ
ブルに一生懸命対応したいと
思います。お気軽にご相談くだ
さい。

今川 優
［内科・勤続年数２年］

　皆さんの健康を支えられるよ
う、なんでも相談できるかかり
つけ医を目指して日々の診療に
あたっています。

山田 辰樹
［内科・勤続年数１年］

　地域や院内の皆さんと連携
し、予防と健康維持に貢献し
ていきたいと考えています。

市立病院（TEL.0296-77-0034）

診療担当日は、市立病院ホームページでご確認ください。

市立病院
ホームページ

「自分の家で療養したい」をサポート －在宅医療－
　笠間市の高齢化率は 30％を超え、高齢世帯も
増加しています。それに伴い、通院が困難で在
宅療養が必要な患者が増え、「在宅医療」のニー
ズが高まっています。

　住み慣れた自宅や施設で治療やリハビリなどを行う「在宅
医療サービス」を行っています。家族や親しい人とあいさつ
を交わし、いつもと変わらぬ景色を見ながら過ごす。気持ち
も体もリラックスできる場所での治療やリハビリを通して、患
者さんや家族の日々の安心を支えます。

市立病院の在宅支援部門スタッフ

訪問診療
　医師が定期的に診察に訪問し、幅広い病気に対応します。
患者さんや家族の暮らし、地域での困りごとにも目を向け、
保険や介護の仕組みとも連携して暮らしを支えます。必要に
応じて、入院や検査も可能です。

訪問診療
でできること

訪問看護
　主治医の指示を受け、細やかにやり取りを重ねながら、心
も体もよりよい状態を保てるように努めます。それぞれの想
いに寄り添いながら支援します。

①健康維持や治療のためのお手伝い
②病院退院後の看護
③床ずれの予防と処置
④医師の指示による点滴や注射、採血など
⑤入浴介助や清拭・排せつなど、日常生活の支援
⑥看取りのお手伝い

①慢性期疾患の対応
②自宅での看取り
③癌などによる痛みや苦しさの緩和
④在宅酸素療法や胃ろう・
　膀胱留置カテーテルの対応など

訪問看護
でできること

訪問リハビリテーション
　普段使う寝具・トイレ・階段・廊下などでリハビリを行い
ます。体の状態に合わせた生活動作の改善を図りながら、
より快適に動ける環境づくりも提案します。

①起き上がり、立ち上がり、歩くなどの動作訓練
②更衣、排せつ、入浴などの生活関連活動訓練
③自助具、福祉用具の提案
④介助方法や環境調整の指導やアドバイスなど

訪問リハビリ
でできること

居宅介護支援
　自宅で暮らす要介護１～５の方が介護保険サービスを受け
るのに必要な相談や手続きなどをケアマネージャーがサポー
トします。

①介護保険の申請方法がわからない
②一人暮らしで食事や入浴にも困っている
③病院を退院したら介護サービスを利用したい
④家族だけの介護に疲れてしまった

例えば
こんな
悩みごと

市立病院のほかにも、在宅医療や介護
保険サービスを行う事業者が市内に
さまざまあります。

在宅医療・介護保険サービス

医 師 紹 介
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詳しくはこちら

院長　石塚  恒夫［内科・勤続年数 27 年］

　当院は、「地域に密着した医療の実践」「在宅医療の重視」を理念に掲げ、患者の皆さんが普
段通りの生活をできるだけ長く持続できる支援を大事にしています。
　笠間市は、保健・医療・介護が連携し、互いの専門知識をいかしながら患者や家族をサポート
する体制ができています。当院もその連携の一翼を担い、これからも地域に貢献していきます。
　また、総合診療医の養成にふさわしい教育機関となることも目指しています。筑波大学附属病
院との連携で、指導医を派遣いただきながら研修医や医学生を積極的に受け入れています。地域
医療を経験した医師が、今度は指導医として戻ってくる、そんな病院でありたいと考えています。

副院長　稲葉  崇［内科・勤続年数 9年］

　総合診療・家庭医療の専門医として、幅広い疾患に対する外来診療を行い、病気を診るだけ
でなく、その人の生活全体を支えることを大切にし、病気に限らないさまざまな相談にも応えられる
よう努めてきました。訪問診療にも力を入れ、末期がんの方や難病などの方も含め、誰もが自宅で
安心して療養でき、最期を住み慣れた場所で迎えたいという方をサポートする診療を行っています。
　病院全体がより効率的で質の高い医療を提供できる体制作りにも取り組み、笠間市の皆さんが
より安心して受診できる病院を目指していきます。スタッフとともに日々 努力を続け、これからも地域
に根ざした医療が提供できるよう尽力していきます。

荻野 利紗
［内科・勤続年数 10 年］

　患者のあらゆる問題に対応
できる医師を目指し、地域の
皆さんのお力になれるよう頑張
ります。

田　一秀
［内科・勤続年数 2年］

　外来病棟・訪問診療・内
視鏡を担当しています。気軽
にご相談ください。

小野 有理
［内科・勤続年数 3年］

　皆さんの「困り事」、お気軽
にご相談ください。診療を通し
て人としても成長させていただ
いています。

松島 勇治
［皮膚科・勤続年数 11 年］

　20 年前に診た小学生が今
はお子さんを診療に連れてきて
くれています。地域のかかりつ
け医としてありがたい診療が展
開されています。

関  忍
［内科・勤続年数７年］

　主に運動器疾患を専門とし
て診療を行っている整形外科
医です。痛みでお困りの方は
ご相談ください。

松岡  廣
［皮膚科・勤続年数２年］

　笠間市近隣の方の皮膚トラ
ブルに一生懸命対応したいと
思います。お気軽にご相談くだ
さい。

今川 優
［内科・勤続年数２年］

　皆さんの健康を支えられるよ
う、なんでも相談できるかかり
つけ医を目指して日々の診療に
あたっています。

山田 辰樹
［内科・勤続年数１年］

　地域や院内の皆さんと連携
し、予防と健康維持に貢献し
ていきたいと考えています。

市立病院（TEL.0296-77-0034）

診療担当日は、市立病院ホームページでご確認ください。

市立病院
ホームページ

「自分の家で療養したい」をサポート －在宅医療－
　笠間市の高齢化率は 30％を超え、高齢世帯も
増加しています。それに伴い、通院が困難で在
宅療養が必要な患者が増え、「在宅医療」のニー
ズが高まっています。

　住み慣れた自宅や施設で治療やリハビリなどを行う「在宅
医療サービス」を行っています。家族や親しい人とあいさつ
を交わし、いつもと変わらぬ景色を見ながら過ごす。気持ち
も体もリラックスできる場所での治療やリハビリを通して、患
者さんや家族の日々の安心を支えます。

市立病院の在宅支援部門スタッフ

訪問診療
　医師が定期的に診察に訪問し、幅広い病気に対応します。
患者さんや家族の暮らし、地域での困りごとにも目を向け、
保険や介護の仕組みとも連携して暮らしを支えます。必要に
応じて、入院や検査も可能です。

訪問診療
でできること

訪問看護
　主治医の指示を受け、細やかにやり取りを重ねながら、心
も体もよりよい状態を保てるように努めます。それぞれの想
いに寄り添いながら支援します。

①健康維持や治療のためのお手伝い
②病院退院後の看護
③床ずれの予防と処置
④医師の指示による点滴や注射、採血など
⑤入浴介助や清拭・排せつなど、日常生活の支援
⑥看取りのお手伝い

①慢性期疾患の対応
②自宅での看取り
③癌などによる痛みや苦しさの緩和
④在宅酸素療法や胃ろう・
　膀胱留置カテーテルの対応など

訪問看護
でできること

訪問リハビリテーション
　普段使う寝具・トイレ・階段・廊下などでリハビリを行い
ます。体の状態に合わせた生活動作の改善を図りながら、
より快適に動ける環境づくりも提案します。

①起き上がり、立ち上がり、歩くなどの動作訓練
②更衣、排せつ、入浴などの生活関連活動訓練
③自助具、福祉用具の提案
④介助方法や環境調整の指導やアドバイスなど

訪問リハビリ
でできること

居宅介護支援
　自宅で暮らす要介護１～５の方が介護保険サービスを受け
るのに必要な相談や手続きなどをケアマネージャーがサポー
トします。

①介護保険の申請方法がわからない
②一人暮らしで食事や入浴にも困っている
③病院を退院したら介護サービスを利用したい
④家族だけの介護に疲れてしまった

例えば
こんな
悩みごと

市立病院のほかにも、在宅医療や介護
保険サービスを行う事業者が市内に
さまざまあります。

在宅医療・介護保険サービス

医 師 紹 介
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フェイスブックもご覧くださいフェイスブックもご覧ください

問問    企業誘致・移住推進課（内線592）企業誘致・移住推進課（内線592）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
が
平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
制
度
で
、
都
市
部
の
意
欲
あ
る

人
材
が
地
方
へ
移
住（
最
長
３
年
）し
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
目
的
と
し
た
支
援
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

― 

笠
間
の
協
力
隊
に
応
募
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

都
内
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
移
住
フ
ェ
ア
」
で

笠
間
を
知
り
ま
し
た
。
笠
間
市
は
栗
の
一
大
産
地

で
、「
笠
間
の
栗
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
た

め
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
ま
し

た
。
前
職
で
は
、
農
業
生
産
法
人
に
勤
め
、
農
業

の
生
産
現
場
や
食
品
加
工
・
販
売
・
事
務
・
デ
ザ

イ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、「
前
職
で
培
っ
た
農
業
や

食
品
加
工
の
経
験
が
活
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
い
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

― 
笠
間
を
初
め
て
訪
れ
た
印
象
は
？

　

さ
す
が
栗
の
産
地
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

栗
の
圃ほ

場
が
あ
っ
た
り
、
栗
を
活
か
し
た
商
品
が

お
店
に
並
ん
で
い
た
り
、
栗
と
い
う
も
の
が
地
域

の
誇
り
と
し
て
し
っ
か
り
根
付
い
て
い
る
の
を
感

じ
ま
し
た
。

　

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
、
自
然
の

豊
か
さ
、
観
光
名
所
、
文
化
的
な
魅
力
が
数
多
く

あ
り
、
笠
間
は
自
然
と
都
市
機
能
が
絶
妙
に
調
和

し
た
「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
」
で
、
楽
し
げ
な
ま

ち
と
い
う
印
象
で
し
た
。「
こ
こ
な
ら
自
分
の
経

験
を
活
か
し
た
活
動
が
で
き
そ
う
、
住
む
場
所
と

し
て
も
魅
力
的
」
と
感
じ
ま
し
た
。

― 

１
年
目
の
活
動
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

笠
間
栗
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
株
式
会
社
で
は
、「
笠

間
の
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
目
指
し
、
一
次
加
工

品
の
製
造
や
品
質
向
上
、
業
務
改
善
、
販
路
拡
大

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
栗
生
産
者
と
連
携

し
、
高
品
質
な
栗
を
供
給
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
も
注
力
し
、
県
内
外
の
市
場
に
向
け
た
販
促
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
多
く
の
消
費
者
に

笠
間
の
栗
の
魅
力
を
届
け
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

 

連
載 

― 

笠
間
の
小
道                          

●
方
言
に
耳
を
慣
ら
し
た
日
々
。の
話

　

笠
間
に
移
住
し
て
驚
い
た
こ
と
の
一
つ
に
、
日

常
会
話
の
中
で
飛
び
交
う
方
言
が
あ
り
ま
す
。
笠

間
栗
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
も
パ
ー
ト
さ
ん
た
ち
が
使

う
言
葉
で
「
ど
う
い
う
意
味
だ
？
」
と
思
う
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

工
場
で
作
業
し
て
い
た
あ
る
日
の
こ
と
。
パ
ー

ト
さ
ん
の
一
人
が
「
い
し
け
ー
栗
あ
っ
た
ん
だ
け

ど
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
、「
石
っ
ぽ

い
栗
の
こ
と
か
な
？
」
と
ポ
カ
ン
と
し
て
い
た
の

で
す
が
、
す
ぐ
に
周
り
の
人
が
「
状
態
が
あ
ま
り

良
く
な
い
っ
て
こ
と
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
時
折
「
こ
れ
か
っ
ぽ
っ
と
い
て
」

「
ご
じ
ゃ
っ
ぺ
な
こ
と
言
う
な
よ
ー
」
な
ど
聞
き

慣
れ
な
い
言
葉
が
飛
び
交
う
日
々
が
続
き
、
次
第

に
こ
う
し
た
言
葉
が
す
っ
か
り
耳
に
馴
染
む
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、「
い
や
ど
う
も
」
だ
け
は
、
い
ま
だ
に

そ
の
意
味
を
う
ま
く
捉
え
る
の
が
難
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、
挨
拶
、
謝
罪
、
驚
き
、

共
感
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
使
う
こ
と
が
で

き
る
万
能
な
言
葉
で
、
時
に
は
「
い
や
ど
う
も
」

だ
け
で
会
話
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
私
が
完
全
に
「
茨
城
の
人
」
に
な
れ

る
日
は
、
も
う
少
し
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

〈
三
宅
さ
ん
の
方
言
メ
モ
〉

【
ご
じ
ゃ
っ
ぺ
】い
い
か
げ
ん
。で
た
ら
め
。間
違
い
。

【
い
し
け
ー
】ぼ
ろ
い
。わ
る
い
。し
ょ
ぼ
い
。使
え
な
い
。

【
か
っ
ぽ
る
】捨
て
る
。投
げ
る
こ
と
。

【
い
や
ど
う
も
】あ
い
さ
つ
、謝
罪
、驚
き
や
共
感
な
ど
の

　
社
交
辞
令
で
使
わ
れ
る
。

　
翻
訳
が
難
し
い
万
能
な
言
葉
。

笠間の魅力に引き寄せられて
～私の移住ストーリー～

2024 年 5月より笠間市の地域おこし協力隊として着任。笠間市
の特産品である栗を活用し、笠間栗ファクトリー株式会社と連携
して、栗製品の品質向上、商品開発、販売促進などの支援を行っ
ています。活動を通じて、地域の活性化につながるような「笠間
の栗のブランド化」に貢献することを目指しています。

プロフィール 三
み や け

宅 輝
て る あ き

明 隊員（28歳）

千葉県から移住
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かさま健活スタイル

●問  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

６月の強化項目

●問  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

月ごとの強化項目を取り入れて
自分のこころとからだにちょっといい健康づくり

おいしいをいつまでも！
『歯と口腔の健康』

６月４日から10 日は『歯と口の健康週間』で
す。年に１回は歯科検診を受けましょう。
忘れないように、自分の誕生月を目安に受診す
るのもいいですね。

こころとからだの
ととのえかた

　

心
理
士
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
や
自
分
を
大
事
に
す
る
こ

と
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
得
意
で
、
笠
間
市
で
は
、
こ

ど
も
の
発
達
や
学
校
生
活
、
子
育
て
の
悩
み
や
困
り
ご
と

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
ほ
ど
ほ
ど
の
ス
ス
メ
】

　

長
雨
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、新
年
度
の
生
活
に
慣
れ
、

気
づ
か
ぬ
う
ち
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
疲
れ
が
た
ま
る

時
期
で
す
。
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
健
や
か
に
す
る
「
ほ
ど

ほ
ど
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

か
ら
だ
の
「
ほ
ど
ほ
ど
」
は
、
腹
八
分
目
の
食
事
、
少

し
息
が
上
が
り
汗
を
か
く
程
度
の
運
動
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
で
す
ね
。

　

で
は
、
こ
こ
ろ
の
“
ほ
ど
よ
い
状
態
〟
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
。

　

目
に
見
え
な
い
こ
こ
ろ
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
考
え
、

こ
こ
ろ
の
健
康
（
裏
返
せ
ば
病
む
こ
と
）
を
考
え
る
の
が

臨
床
心
理
学
と
い
う
学
問
で
す
。
こ
こ
ろ
の「
ほ
ど
ほ
ど
」

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、「
や
り

過
ぎ
な
い
こ
と
」「
完
璧
を
求
め
な
い
こ
と
」
を
「
Ｏ
Ｋ
」

と
す
る
こ
と
で
、
良
い
効
果
が
生
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

今
回
は
、
ほ
ど
ほ
ど
の
子
育
て
「
25
％
ル
ー
ル*

」
と

い
う
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
こ
ど
も
に
「
お
皿
を
さ
げ
て
」
と
お
願
い
を

す
る
場
面
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
こ
ど
も
に
期
待
す
る
「
お
皿
を
下
げ
て
」
の

完
了
図
（
１
０
０
％
）
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
例
え
ば
、

亀
かめだ

田　真
ますみ

澄

こども政策課
臨床心理士・公認心理師

個
人
の
食
具
を
台
所
に
片
付
け
る
、
そ
れ
と
も
、
お
皿
を

全
て
下
げ
る
、
は
た
ま
た
、
お
皿
洗
い
を
す
る
。
い
ろ
い

ろ
な
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

そ
れ
で
は
、
期
待
す
る
行
動
を
25
％
レ
ベ
ル
に
落
と
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
お
皿
を
持
っ
て
椅
子
か
ら
立

ち
上
が
る
。
す
ぐ
に
「
あ
り
が
と
う
」「
た
す
か
る
わ
」

と
前
向
き
な
声
を
か
け
ま
す
。

　
「
25
％
の
達
成
度
で
認
め
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
は
、
相

手
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、
良
い
関
係
性
を
構
築
す
る
、

と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

【
ほ
ど
ほ
ど
の
作
り
方
】

　

こ
の
ル
ー
ル
は
「
ほ
ど
ほ
ど
」
を
考
え
る
時
に
も
役
立

ち
ま
す
。
理
想
の
１
０
０
％
手
前
で
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、

「
そ
う
い
う
時
も
あ
る
よ
ね
」「
明
日
の
た
め
に
余
力
を
残

そ
う
」と
自
分
で
自
分
に
Ｏ
Ｋ
を
だ
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ふ
と
し
た
時
に
、
自
分
や
他
人
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
、

ト
ゥ
ー
マ
ッ
チ
（
過
多
）
だ
な
、
と
気
づ
け
た
ら
、
そ
れ

が
「
ほ
ど
ほ
ど
」
の
入
り
口
で
す
。
灼
熱
の
夏
を
前
に
、

こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
セ
ー
ブ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る

１
か
月
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
参
考
文
献
：
上
林
靖
子
（
監
）
北
道
子
他
（
編
）

（
２
０
０
９
）
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
発
達
障
害
の

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
．
中

央
法
規
出
版
株
式
会
社
．

問問    こども政策課　TEL.0296-78-3155こども政策課　TEL.0296-78-3155
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子育て 講演 相談 お知らせイベント展覧会募集教育 スポーツ

知って得する暮らしの情報を紹介します。
気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時　　　場所　　　料金　　　問い合わせ　　　申し込み問

６６月の納税等月の納税等

納期限：６月30日（月）納期限：６月30日（月）

●市県民税（全期前納・１期）●市県民税（全期前納・１期）

●介護保険料（２期）●介護保険料（２期）

※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納付を
　お願いします。
※納付は、簡単で便利な口座振替を。
※口座振替で納付の方は、預金残高の確認を。

    ハローワーク笠間　TEL.0296-72-0252  ハローワーク笠間　TEL.0296-72-0252

  茨城県中央保健所　TEL.029-241-0100  茨城県中央保健所　TEL.029-241-0100

指定難病受給者証の
更新申請を忘れずに

マザーズコーナー
「就職応援セミナー　準備編」

　Zoom によるオンラインセミナーを開催します。
　参加にはハローワークの求職登録が必要です。登録がな
い方は、まずはお電話ください。
　※雇用保険受給者は、求職活動実績になります。

内　容
　マザーズコーナーについて
　仕事と家庭の両立について
　子どもの預け先について（市町村保育情報）
　働くための心構えと準備
　　 　　７月 17 日（木）午前 10 時～午前 11 時 30 分
対 象 者　ハローワーク利用者または利用予定者
申込期限　７月３日（木）午後５時
定　　員　20 名（先着順、参加費無料）

　受給者証をお持ちの方は毎年、更新申請が必要です。受
付期間内に手続きを行ってください。詳しくは、中央保健
所から５月頃に郵送した通知をご覧ください。

第 2日曜日

天狗の郷
バザール
de
いわま

 ７月 13 日（日）

　 午前９時～午後３時

問  地域交流センターいわま「あたご」

 根
ね

本
もと

（TEL.090-3009-7883）

友部駅前フリーマーケット
第 4日曜日

 ７月 27 日（日）午前９時～午後１時

問  地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

 柏
かしわ

崎
ざき

（TEL.090-1880-6317）

特設無料人権相談特設無料人権相談

 ７月 16 日（水）午前 10 時～午後３時
問  地域福祉センターともべ
　 （笠間市美原 3-2-11）

 水戸地方法務局（TEL.029-227-9919）

行政書士無料相談会行政書士無料相談会

 ７月 16 日（水）午後１時～４時
問  市役所本所（笠間市中央 3-2-1）

 茨城県行政書士会（TEL.029-305-3731）
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4545年年
その畳!!

裏返し出来るかも!?
裏返し（１畳）

3,500円

１　会　　　期　９月２日（火）～ 14日（日）午前９時～午後５時（最終日は午後２時まで）
	 　※９月８日（月）は休館
２　会　　　場　作品搬入・作品展示：笠間公民館（笠間市石井 2068-1）
３　部　　　門　⑴	日本画　⑵	洋画（油彩、水彩、パステル、版画）　⑶	彫刻立体造形
	 ⑷	工芸　　⑸	デザイン　⑹	書道　⑺	写真
４　資　　　格　笠間市在住、出身または市に職域・活動拠点を持つ 15歳以上の方（中学生は除く）
５　作品の規格　未発表の作品、搬入・展示できるものに限ります。

部　門 規　　格
①	日本画 F4号（33.4㎝× 24.2㎝）以上、F50号（116.7㎝× 90.9㎝）以内

②	洋　画 F8号（45.5㎝× 37.9㎝）以上、F50号（116.7㎝× 90.9㎝）以内
（油彩、水彩、パステル、版画）

③	彫刻立体造形 底面 100㎝× 100㎝		高さ 200㎝		定量 200kg 以下とします。
前記作品を運搬、移動、陳列に使用する機材および要員は各自準備してください。

④	工　芸 立体 100㎝× 100㎝× 100㎝以内、立体以外（平面）200㎝× 200㎝以内
（市販のキットなどを使った作品はご遠慮ください）

⑤	デザイン
平面デザインやイラストはＢ 4～Ｂ 1	サイズまで（簡易額装可）
立体は 103㎝× 103㎝× 103㎝以内
ポスターなどは企業名や商品名など、実名は不可（市販のキットなどを使った作品はご遠慮ください）

⑥	書　道
漢字　半切（はんせつ）35㎝× 135㎝、半切 1/2　35㎝× 67.5㎝
かな　半切（はんせつ）35㎝× 135㎝、半切 1/2　35㎝× 67.5㎝
　　　全懐紙　36㎝× 50㎝、半懐紙　36㎝× 25㎝
（額装または軸装とします。縦書き、横書き自由）

⑦	写　真 ４つ切以上（額縁またはパネル張り）

６　点　　　数　１人３点以内（日本画・洋画・書道については２点以内）
７　出　品　料　１人 1,000 円（１部門につき）※高校生は無料
８　入選・展示　審査のうえ、入選作品のみを展示します。
	 入選結果は、申込者全員に郵送でお知らせします。
９　　　賞　　　優れた作品に対し、部門ごとに賞を授与します。
10　授　賞　式　９月 14日（日）午後２時から	（会場：笠間公民館）
11　作品搬入・　８月 30日（土）午前 10時	～	午後３時（時間厳守）
　　申込受付　　場所：笠間公民館	（笠間市石井 2068-1）
	 出品申込書に記入のうえ、作品搬入時に提出してください。

出品申込書は６月下旬から公民館窓口で受け取り、または市ホームページ
（右の二次元コード）からダウンロードできます。

12　搬　　　出　９月 14日（日）授賞式終了後～午後５時まで（時間厳守）
13　そ　の　他　①　風紀上好ましくない作品は出品できません。
	 ②　審査の結果、落選および陳列に対し異議は受け付けません。
	 ③　陳列作品は、主催者の承認がない限り撤回することはできません。
	 ④　作品に必要な付属装飾（額縁またはパネル張り、つりひもなど）は出品者が付けてください。
	 ⑤　天災その他の事故においては、作品保管の責任は負いません。
	 ⑥　定められた期間中に搬出しない作品については、主催者は保管責任を負いません。

 第49回笠間市民美術展覧会（公募）開催要項

詳細や出品申込書は
こちらから

問問    笠間公民館　TEL.0296-72-2100笠間公民館　TEL.0296-72-2100
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創業100年

茨城県石岡市石岡 13462-22

  企画政策課　（内線 555）  企画政策課　（内線 555）

 淑徳大学地域創生学部「笠間市枠」の受験希望者を募集します

 帯状疱疹「任意予防接種」の助成開始について
　帯状疱疹任意予防接種費用の一部助成を開始します。接種を希望される方は、市内協力医療機関で接種してください。
１．対象者　※（１）（２）のいずれにも該当する方
　⑴ 笠間市に住民票を有する 50 歳以上の方で、定期接種

（※①）対象外の方
　⑵ 過去に帯状疱疹ワクチンの予防接種を受けたことがない方
２．助成開始日　

　８月１日（金）
　※８月１日以降に接種した分が助成の対象となります。
３．ワクチンの種類と助成額

　ワクチンは２種類あり、いずれか一方のワクチンを生
涯一度限り助成の対象とします。

組換えワクチン 生ワクチン
持続性 少なくとも10年 ５年程度
接種回数 ２か月間隔で２回 １回

接種費用（１回あたり） 20,000円～30,000円 8,000円～10,000円
市の助成額（１回あたり） 6,000 円（２回助成） 3,000 円

４．接種方法
　⑴ 市内協力医療機関に予約
　⑵ マイナンバーカード（健康保険証）を持参し、医療機

関備え付けの「予防接種予診票」を記入し接種
　⑶ 差額分を医療機関の窓口で支払い

５．その他
　・市外の医療機関で接種した場合は助成の対象となりま

せんので、ご注意ください。
　・65 歳以上の方の任意接種の助成は令和 10 年度で終了

となる予定です。

※①　定期接種
　４月１日から予防接種法に基づく帯状疱疹の定期予防
接種費用の一部助成を行っています。下表の対象者には
４月にハガキを送付していますので、接種を希望される
場合はハガキを持参して接種してください。

〈令和７年度定期接種対象者〉
65歳 S35.4.2～S36.4.1生 85歳 S15.4.2～S16.4.1生
70歳 S30.4.2～S31.4.1生 90歳 S10.4.2～S11.4.1生
75歳 S25.4.2～S26.4.1生 95歳 S５.4.2～S６.4.1生
80歳 S20.4.2～S21.4.1生 100歳以上 T15.4.1以前生まれ

　市と連携協定を締結している淑徳大学地域創生学部では、今年度も笠間市枠での受験希望者を募集します。
　笠間市枠の受験は、市の推薦が必要です。出願資格・入試日程など詳しくは市ホームページ（右の二次元
コード）を確認、または担当窓口にお問い合わせください。
１．笠間市枠の概要
　⑴ 募集人員数　　３名
　⑵ 出願資格（次の 3 点をすべて満たす方）
　①笠間市内に居住（一年浪人生まで可）または笠間市内の高等学校に在籍している方
　②笠間市からの推薦を受ける方
　③卒業後に笠間市または茨城県の活性化に向け働く意思がある方

　⑶ 大学からの特別支援
　①受験料の割引（受験料 25,000 円引）
　②入学金（20 万円）の免除
　③家賃補助（５万円 / 月）　※大学提携学生寮、委託不動産事業者の物件に限り

ます。
２．日程

募集区分 １次募集 ２次募集 ３次募集 ４次募集 ５次募集 ６次募集
入試区分 9 月 10 月 12 月 2 月 3 月

市提出書類締切 8 月１日 9 月３日 10 月 15 日 12 月 15 日 1 月 26 日 ２月 26 日
※推薦枠を満たした場合は、募集を中止することがあります。

オープンキャンパスも開催！
　大学の説明、模擬授業、淑徳生
による学生生活紹介、｢笠間市枠｣
入試説明などを行います。
　ぜひご参加ください。

　７月５日（土）
　　 午後１時～３時 30 分
　　 参加費無料　（入退場自由）
問 　地域交流センターともべ ｢トモア｣
　　 （笠間市友部駅前 1-10）

  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145  健康医療政策課　TEL.0296-77-9145
詳しくはこちら

詳しくはこちら
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住宅リフォーム
エキスパート登録店
住宅リフォーム
エキスパート登録店

☎0296－78－2281
本社　モデルハウス　笠間市旭町471－２

安心と信頼の増改築専門店
日本住宅リフォーム産業協会会員 1396 号

リフォーム常陽リフォーム常陽
◆安心一貫システム

関　　勇太

  ・マイナンバー総合フリーダイヤル　TEL.0120-95-0178  ・マイナンバー総合フリーダイヤル　TEL.0120-95-0178
　   ・保険年金課　（内線 139・140・144）　   ・保険年金課　（内線 139・140・144）

相談窓口相談窓口
かさま安心サポートセンター（笠間市社会福祉協議会内）かさま安心サポートセンター（笠間市社会福祉協議会内）
　●笠間市社会福祉協議会 本所　　　TEL.0296-77-0730
　●　　　　　〃　　　　 笠間支所　TEL.0296-73-0084
　●　　　　　〃　　　　 岩間支所　TEL.0299-45-7889

 かさま安心サポート事業を始めました

 国保加入中の方へ「資格確認書」もしくは「資格情報のお知らせ」をお送りします

　頼れる親族などがいない高齢者の不安を軽減するため、「かさま安心サポートセンター」を社会福祉法人 笠間市社会福祉
協議会内に設置しました。まずは気軽にご相談ください。

利用対象者

支援の内容

支援に係る費用

①　笠間市に住民登録があり、市内にお住いのひとり暮らしの満 65 歳以上の方
②　頼れる親族などがいない方 ③　契約の内容を理解し、利用を希望される方
④　生活保護を受給していない方 ⑤　公正証書遺言を作成できる方
⑥　預託金を納めることができる方

以下のすべてに該当する方が対象となります。

見守り等支援・入院時身元保証支援・入退院時生活支援・死後事務支援

支援内容 見守り等支援 入院時
身元保証支援

入退院時
生活支援 死後事務支援

預託金 身元保証
150,000 円

家財・残置物処分見積額
その他必要な費用

見積額

死後事務（火葬～納骨など）
見積額

家財・残置物処分
見積額

利用者
負担金

2,000 円／月
（年 24,000 円）

1,000 円／日
（月上限5,000 円）

　８月１日からお使いいただく「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」を7月上旬に郵送で交付します。
　マイナンバーカードと保険証の一体化に伴い、今後は「資格確認書」または「マイナ保険証」を提示して医療機関を受診
してください。

詳しくはこちら

＜資格確認書について＞
　マイナ保険証を保有していない方へ交付します。

　・マイナンバーカードを持っていない方
　・マイナ保険証としての利用登録を行っていない方
　・マイナンバーカードの電子証明書が有効期限切れの方

　マイナ保険証の利用登録済みの方でも、マイナンバーカードを紛失した、介助者など第三者が同行して資格確認を補助す
る必要があるなど、保険者がやむを得ないと判断した場合に限り、資格確認書を交付します。
＜資格情報のお知らせについて＞
　マイナ保険証利用登録済みの方へ、自身の被保険者資格などを把握できる A4 サイズの用紙を交付します。
　医療機関でマイナ保険証が読み取れないなど例外的な場合に、「資格情報のお知らせ」をマイナ保険証とあわせて提示す
ることで受診できますので、大切に保管してください。「資格情報のお知らせ」のみでは受診できません。
※マイナ保険証の登録状況により、「資格確認書」と「資格情報のお知らせ」が世帯主宛てにそれぞれ送付されることがあ

ります。
＜保険資格の届出について＞
　マイナ保険証利用登録の有無に関わらず、健康保険は自動で切り替わらないため、会社や
市役所での健康保険の加入・脱退手続きは今後も必要です。
　マイナ保険証の利用登録をお願いします。
※利用登録には、マイナンバーカードと４桁の暗証番号が必要です。
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  警防課　TEL.0296-73-0119  警防課　TEL.0296-73-0119

  地域包括支援センター　TEL.0296-78-5871  地域包括支援センター　TEL.0296-78-5871

 熱中症は予防が大事！
熱中症予防のポイント『こ

●

え
●

か
●

け
●

』！
こ

こまめな水分補給！

　○　喉が渇く前に水分補給
　○　塩分補給も忘れずに

え
エアコンを上手に活用！

　○　室内でも夜間でも注意
　　　が必要です

か
快適な環境を作ろう！

　○　湿度にも注意
　○　涼しい場所での休憩

け
健康管理をしっかりと！

　○　暑さに負けない体作り
　○　しっかり睡眠

　　　　こどもや高齢者は特に注意が必要です！
　　　　　　　　　積極的に声かけをしましょう！

【こんな時はためらわずに救急車！】
■　受け答えや会話がおかしい　　■　運動障害（普段通りに歩けない）
■　全身のけいれん　　　　　　　■　体が熱い

「熱中症警戒アラート」発生時は、特に注意しましょう。

こどもは・・・こどもは・・・
①　大人に比べて暑さに強くありません

汗をかくなどの体温調節機能が未発達のため、体に
熱がこもりやすくなります。

②　自分では熱中症の予防を行えません
身体に異変が起きても、気づかないことがあるため、
周囲の大人が気にかける必要があります。

高齢者は・・・高齢者は・・・
①　体内の水分が不足しがちです

若年者に比べ体内の水分量が少ないため、こまめな水分補給を行う必要があります。
②　暑さによる感覚機能が低下しています
　　加齢により、暑さやのどの渇きに対する感覚が鈍くなります。
③　暑さに対する体の調整機能が低下します

高齢者は体に熱がたまりやすく、暑いときには循環器系への負担が大きくなり
ます。

～シルバーリハビリ体操・スクエアステップ教室～

心も体も元気にいきいきと！！
　住み慣れた地域でいつまでもいきいきとすごしていくためには、心と体を元気に保つことが大切です。
　市では、住民主体の介護予防の運動教室として「シルバーリハビリ体操」と「スクエアステップ教室」を市内各所で開催
しています。
　お問い合わせのうえ、気軽にご参加ください。

シルバーリハビリ体操 スクエアステップ教室
　シルバーリハビリ体操は、筋肉を伸ばし、関節の運動範
囲を維持拡大するとともに、筋肉を伸ばすことを主眼とし
た体操です。立つ・座る・歩くなど日常生活の生活動作を
楽にして、腰・膝の痛みの予防や転倒予防にも役立ちます。

　スクエアステップは、25cm 角のマス目が書かれた緑
色のマットを使い、パターンどおりにステップする運動
です。転倒予防や認知予防、体力向上に効果があるとい
われています。

 笠間市シルバーリハビリ体操指導士会 笠間市シルバーリハビリ体操指導士会

　　　会　　　長　磯
いそ

部
べ

 佐
さ

智
ち

恵
え

　TEL.0296-77-7801

　　　笠間支部長　飯
いい

村
むら

 久
く

美
み

子
こ

　TEL.080-1085-8678

　　　友部支部長　櫻
さくらい

井　 新
しん

司
じ

　TEL.090-5448-1302

　　　岩間支部長　田
た

中
なか

 　富
とみ

枝
え

　TEL.0299-45-6384

 笠間市スクエアステップリーダー会 笠間市スクエアステップリーダー会

　　　会　　　長　佐
さ

藤
とう

　 正
まさ

子
こ

　TEL.0296-74-2656

　　　笠間支部長　谷
や

中
なか

　 啓
けい

子
こ

　TEL.0296-72-6883

　　　友部支部長　後
ご

藤
とう

 ミチ子
こ

　TEL.0296-77-4938

　　　岩間支部長　鈴
すず

木
き

　 里
さと

子
こ

　TEL.090-3141-8076

シルバーリハビリ体操の様子シルバーリハビリ体操の様子 スクエアステップ教室の様子スクエアステップ教室の様子

消防本部について

詳しくはこちら詳しくはこちら
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 環境政策課（内線 125） 環境政策課（内線 125）

　1972 年６月５日にストックホルムで開催された「国連人間
環境会議」を記念して、６月５日が「環境の日」、６月が「環
境月間」となっています。
　環境月間をきっかけに、環境に良いことを見つけて、豊かな
暮らしに必要なことは何か意識してみませんか？

15

このコーナーでは、市の環境に関する取り組みや、
くらしに役立つ情報を紹介します。
○ S

サステナ

ustaina には、「持続可能な～」という意味を込めています。

環境の日および
環境月間とは？

▲その他の
　取り組みはこちら

出典：環境省

Sustaina KASAMA　広報かさま 2025 年６月号



　

六
月
の
声
を
聞
く
と
夏
祭
り
が
間
近
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
江
戸
時
代
初
期
に
始
ま
っ
た
笠
間
大
町
・
八や
さ
か坂

神
社

の
夏
祭
り
で
あ
る
「
祇ぎ
お
ん
ま
つ
り

園
祭
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

祇
園
祭
は
平
安
時
代
半
ば
頃
、
京
都
で
大
流
行
し
た
疫え
き
び
ょ
う病
を

鎮し
ず

め
る
た
め
の
、
東
山
の
祇ぎ
お
ん園
社し
ゃ

（
感か
ん

神し
ん

院い
ん

）
の
祇ぎ
お
ん園
御ご
り
ょ
う
え

霊
会

が
始
ま
り
と
い
わ
れ
ま
す
。
神み
こ
し輿

に
移
し
た
同
社
の
祭さ
い
じ
ん神

牛ご

ず頭

天て
ん
の
う王

を
、
御ご

所し
ょ

（
大だ
い
だ
い
り

内
裏
）
に
隣
接
す
る
神し
ん
せ
ん
え
ん

泉
苑
へ
送
っ
て
疫

病
を
退
散
さ
せ
る
と
い
う
催
し
で
、
疫
病
（
悪あ
く
り
ょ
う霊）
を
水み
ず
べ辺
に

流
す
と
い
う
考
え
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

笠
間
へ
牛
頭
天
王
の
信
仰
が
伝
え
ら
れ
た
時
期
は
明
ら
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
ノ
山
峠
を
越
え
た
小お
ぬ
き貫

村
（
栃
木
県
茂
木

町
）
の
人
々
が
、
同
村
に
祀
ら
れ
る
天
王
社
の
祭
神
牛
頭
天
王

を
菰こ
も

に
包
ん
で
川
へ
流
し
、
下
流
の
古ふ
る
ま
ち町

村
（
石
井
）
の
人
々

が
光
り
輝
く
こ
の
菰
を
拾
い
上
げ
、
集
落
内
に
祀
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
こ
の
地
が
天て
ん
の
う王
塚づ
か

で
す
。
天て
ん
し
ょ
う正
年
間
（
一
五
七
三
～

九
一
）、
こ
の
祭
神
を
市
毛
村
の
三さ
ん
し
ょ所

神
社
へ
移
し
仮
に
安
置
、

し
ば
ら
く
の
間
そ
の
ま
ま
に
置
か
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

寛か
ん
え
い永

十
二
年
（
一
六
三
五
）
笠
間
藩
主
浅
野
長
直
の
家
臣
菅

谷
四
郎
兵
衛
・
城
下
の
住
人
桧ひ
や
ま山

忠
次
郎
の
呼
び
か
け
で
神
輿

が
造
ら
れ
、
同
十
四
年
六
月
、
祇
園
祭
が
三
所
神
社
と
城
下
の

人
々
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
祭
礼
の
主
役
は
庶
民
の
暮
ら
す

五
か
町
（
愛
宕
町
・
大
町
・
高
橋
町
・
新
町
・
荒
町
）
の
人
々

で
す
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）、現
在
地
に
牛
頭
天
王
社
（
八

坂
神
社
）
が
造
営
さ
れ
る
ま
で
、
同
祭
礼
で
は
五
か
町
の
希
望

者
の
中
よ
り
ク
ジ
引
き
で
選
ば
れ
た
当と
う
や屋
が
祭
礼
の
運
営
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
祭
礼
開
始
の
初
年
か
ら
当
屋

役
の
名
を
記
録
し
た
文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

正し
ょ
う
ほ
う保
二
年
（
一
六
四
五
）
浅
野
氏
は
播ば
ん
し
ゅ
う州
赤あ
こ
う穂
（
兵
庫
県
）
へ

国
替
え
と
な
り
、
新
藩
主
井
上
正
利
が
着
任
し
ま
す
。
寛か
ん
ぶ
ん文

五

年
（
一
六
六
五
）
三
月
、
願
主
菅
谷
弥
右
衛
門
・
三
所
神
社
祢ね

ぎ宜

の
仁
平
宗
正
（
主と
の
も
の
か
み

殿
頭
）
は
、
井
上
氏
の
重
臣
津つ
が
わ川
権ご
ん

太た

夫ゆ
う

の
力

添
え
も
あ
り
、
同
家
臣
団
一
二
七
人
か
ら
芳ほ
う
し志
を
集
め
て
基
金
と

し
、
京
都
で
神
輿
を
新
た
に
購
入
し
ま
し
た
。
城
下
の
若
者
二
四

人
が
四
〇
日
を
費
や
し
て
神
輿
を
担か
つ

い
で
京
都
か
ら
笠
間
へ
運
び

寛
文
五
年
六
月
二
十
日
に
到
着
、
六
月
二
十
四
日
の
本
祭
礼
当
日

に
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
煌き
ら

び
や
か
な
飾
り
を
保
護
す
る
た
め

に
網
を
張
り
廻め
ぐ

ら
し
た
こ
の
神
輿
が
「
網あ
み

天て
ん

王の
う

さ
ん
」（
市
指
定

文
化
財
「
八
坂
神
社
神
輿
」）
で
す
。
六
月
二
十
三
日
が
宵よ
い
ま
つ
り祭

、

二
十
四
日
に
本
祭
礼
、
二
十
五
日
が
豊
作
を
祈
願
す
る
「
お
田
植

祭
」
で
す
。
こ
の
後
、
二
十
四
日
に
は
「
網
天
王
さ
ん
」
が
城
下

の
人
々
に
担
が
れ
て
大
通
り
を
渡と
ぎ
ょ御

、
揃そ
ろ

い
の
衣
裳
を
ま
と
っ

た
「
笠
抜
き
踊
り
」
の
一
隊
が
街ま
ち
な
か中
を
踊
り
流
し
、
町
内
ご
と
に

山だ

し車
や
造つ
く

り
物
を
拵こ
し
らえ

て
神
輿
の
渡
御
に
色
を
添
え
ま
し
た
。
毎

年
の
よ
う
に
水
戸
や
江
戸
な
ど
か
ら
芸
人
が
招
か
れ
て
歌か

ぶ

き
舞
伎
や

浄じ
ょ
う

瑠る

璃り

・
大だ
い
か
ぐ
ら

神
楽
な
ど
が
俄に
わ

か
仕じ

た立
て
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
、
周

辺
村
々
か
ら
の
見
物
人
も
加
わ
り
大
い
に
賑に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

今
風
に
い
う
な
ら
ば
、
官
民
が
一
体
と
な
り
五
か
町
を
挙
げ
て

始
め
た
祇
園
祭
で
す
。
長
い
年
月
の
中
に
は
笠
間
藩
の
財ざ
い
せ
い政
破は
た
ん綻

や
飢き
き
ん饉

な
ど
に
よ
り
、
祇
園
祭
は
そ
の
都つ

度ど

左
右
さ
れ
、
人
々
も

暮
ら
し
の
浮
き
沈
み
を
経
験
し
ま
し
た
。
五
か
町
の
人
々
は
耐
え

忍
び
、
そ
の
度
に
創
意
・
工
夫
と
努
力
を
重
ね
て
祇
園
祭
を
守
り

今
日
に
至
り
ま
し
た
。祇
園
祭
は
五
か
町
の
人
々
の
誇
り
で
あ
り
、

町
の
盛せ
い
す
い衰

を
示
す
も
の
で
し
た
。

（
写
真
提
供　

八
坂
神
社　

仁に

平へ
い　

孝た
か

之ゆ
き

）

（
市
史
研
究
員　

矢や

口ぐ
ち　

圭け
い

二じ

）
 生涯学習課（内線 382） 生涯学習課（内線 382）

江
戸
時
代
、
笠
間
城
下
の
祇
園
祭
と
網
天
王
さ
ん

第 84回網天王さん（神輿） 旧笠間町大町通りの神輿渡御風景（昭和 13年頃）
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かさま
TEL.0296-72-5046
X（旧ツイッター） @kasama_klib

ともべ
TEL.0296-78-1200
X（旧ツイッター） @tomobe_klib

いわま
TEL.0299-45-2082
X（旧ツイッター）  @iwama_klib

いわま

かさま各館の行事予定

ともべ

６月の
休館日

9日（月）・16日（月）・23日（月）・30日（月）全館
25日（水）友部、26日（木）笠間・岩間

７月の
休館日

7日（月）・14日（月）・22日（火）・28日（月）全館
30日（水）友部、31日（木）笠間・岩間

◆おはなし会（０～３歳向け　午前11時～）
７月４ 日（金）、７月18日（金）

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
７月６ 日（日）＜アイアイ＞
７月13日（日）＜はぁとtoはぁと＞
７月20日（日）＜箱田エプロン・ママーズ＞
７月27日（日）＜たんぽぽ＞

◆ギャラリー
６月27日（金）～７月29日（火）
 「こそだ展」　駒場晃子

◆おはなし会（０～３歳向け　午前11時～）
７月３ 日（木）、７月17日（木）

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
７月６ 日（日）〈すみれのWA！〉

◆ギャラリー
７月８ 日（火）～７月20日（日）

「絵てがみ展示」友部絵てがみ同好会
７月23日（水）～８月３ 日（日）

「100年後の地球の為に知っておきたいこと」
未来の笑顔のために選択力を養い隊

◆ブックdeトーク（一般向け）
７月26日（土）午後１時30分～３時

◆おはなし会（０～３歳向け　午前11時～）
７月10日（木）
＊場所岩間子育て支援センター くりのこ

◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
７月12日（土）＜めだかクラブ＞
７月19日（土）＜朗読の会 ハッピーまろん＞
７月26日（土）＜おはなしの会 サルビア＞

★寄贈資料を受け付けています
　笠間市立図書館では、以下の資料について寄贈を受け付けています。最寄りの図書館に直接お持ちください。
　特に、予約が集中する直木賞・芥川賞・本屋大賞などを受賞した作品、ベストセラーや話題となった作品などの寄
贈にご協力をお願いします。
　※予約の多い資料は、図書館ホームページの「予約ランキングから探す」からご確認ください。
【受付する資料】　●郷土資料（笠間市に関する著書・笠間市にゆかりのある方の著作物）

●過去３年以内に出版された、状態の良い図書（児童書・絵本含む）およびコミック
● CD（アルバムのみ）歌詞カード、解説書などがあるもの
●図書館が指定する資料　　・筑波海軍航空隊関係（海軍・特攻）
　　　　　　　　　　　　　・地場産業である笠間焼および石材、農産物などに関する資料

【注意点】
　・上記以外の資料や資料的価値が損なわれていると判断された資料、傷み・汚れが激しい資料は受け付けできません。
　・市販のビデオや DVD は著作権法上の制約があるため、受け付けできません。
　・寄贈いただいた資料の取り扱いは、図書館に一任させていただきます。返還の申し出や寄贈後のお問い合わせは、

お受けできません。資料として受け入れできないものは、リユースフェアなどで利用者に提供します。

★笠間図書館・友部図書館ギャラリーで作品を展示してみませんか
　令和６年度の笠間図書館・友部図書館の来館者は、それぞれ約 14 万人。多くの方が行き交うエントランスホール
にあるギャラリーは、注目される場所です。「作品を発表する機会がない」「展示する場所が見つからない」とお考え
の方は、無料で展示できる図書館のギャラリーを利用してみませんか。
【利用条件】　●市内在住・在勤の個人もしくは市内に活動拠点を置く非営利団体

●市内の保育所・幼稚園・こども園、小・中・義務教育学校および高等学校など
【申込方法】　事前予約と使用申込書の提出が必要です。詳しくは、各図書館にお問い合わせください。
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　「男女共同参画社会基本法」の交付・施行日である平成11年６月 23日にちなみ、毎年６月下旬は「男女共同参画週間」
となっています。笠間市では、「キラリかさまプラン～第４次笠間市男女共同参画計画（令和５年度～令和９年度）に
基づき、男女共同参画社会・ダイバーシティ社会の実現に取り組んでいます。男女が平等に参加できる社会にとどまら
ず、一人ひとりが尊重され、個々の能力を発揮できる社会、多様性を認め合う社会（ダイバーシティ社会）の実現には、
皆さんのご理解が必要です。

キラリかさま優良企業キラリかさま優良企業 を認定
　市では、女性の登用やワーク・ライフ・バランスの推進など、職場
における女性活躍や男女共同参画に積極的に取り組んでいる事業者を

「キラリかさま優良企業」として認定しています。

　市の「キラリかさま優良企業」のほか、茨城県では、活力があり持続可能な地域社会をつくるため、関係団
体などとともに「いばらきダイバーシティ宣言」を発表しています。
　賛同いただける企業・事業者・団体などを募集しています。オンライン申請も可能です。
　ぜひ、ご検討ください。ご応募お待ちしています。

・市のホームページや広報紙での紹介
・認定書・宣言書の交付
・シンボルマークの使用（キラリかさま優良企業）
・入札参加資格審査での優遇（キラリかさま優良企業） キラリかさま優良企業

申請はこちら
ダイバーシティ宣言

申請はこちら

 総務課（内線 132） 総務課（内線 132）

メリット

男女共同参画週間男女共同参画週間
令和７年度令和７年度 ６/23 月 ～

６/29 日
「誰でも、どこでも、自分らしく」
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新たに認定した事業者紹介
認定番号 第７号（３月 28日認定）

事業者名 株式会社協
きょうえいぎけん

栄技研　友部工場

所 在 地 笠間市鯉淵 6321-12

業 種 製造業（エレベーター、エスカレーターの部品製造）

主な
取り組み

・女性のキャリアアップのための研修や資格取得に対する支援
・年次有給休暇の取得促進
・個人面談、アンケートの実施、子どもの行事や体調を優先さ
せる子どもファーストなどの取り組み
・ノー残業デーの実施

キラリかさま優良企業
シンボルマーク 詳しくはこちら

キラリかさま優良企業・いばらきダイバーシティ宣言事業者等募集

（左から）㈱協栄技研 大
おお

貫
ぬき

 茂
しげる

代表取締役社長、山口市長

広報かさま 2025 年６月号　ダイバーシティ笠間を目指して



家族と一緒に囲む食卓で
試してみたいレシピを

笠間市ヘルスリーダーの会
が紹介します。

鶏むね肉の野菜巻き
●材料（２人分）

鶏むね肉…………………… １枚（300g程度）
人参………………………… 40g
さやいんげん……………… ３～４本
ポン酢しょうゆ…………… 大さじ２

●作り方

❶鶏むね肉は肉の中央に厚さの半分まで縦に切れ目をいれます。切れ目から左右に包
丁を寝かせて入れ、切り離さないように、均等な厚さに切り開きます（観音開き *）。

❷さやいんげんは筋を取り、人参はさやいんげんと同じ長さの5㎜角の棒状に切ります。
❸ラップを敷き、❶をのせます。その上に、❷のインゲンと人参をのせて、巻いていく。
❹耐熱皿に❸をのせ、電子レンジ600Wで５分加熱する。上下を返して更に５分加

熱する。
❺火が通ったら、食べやすい大きさに切り、皿に盛り付けます。
❻ポン酢しょうゆをつけてお召し上がりください（ポン酢しょうゆに練りごまを混ぜ

てもおいしくいただけます）。
※肉に巻く野菜は、季節のものに変えてください。冬場には春菊を巻いても美味しい

です。

●栄養成分（１人分）
エネルギー 223kcal

たんぱく質 26.7g

脂質 8.3g

炭水化物 3.5ｇ

食物繊維 1.6ｇ

食塩相当量 0.8g

主食（ごはん、パン、麺）
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理）
主菜（肉、魚、卵、大豆料理）
牛乳・乳製品
果物

詳しくは 食事バランスガイド 検索

…… 食事バランスガイド ……

0SV
0SV
3SV
0SV
0SV

1 2 3 4 5

1 2
1 2 1 2
3 4 5

6

1 72 3 4 5 6

※食塩相当量にソースは含まれていません

かさま健活スタイル 月ごとの強化項目を取り入れて
自分のこころとからだにちょっといい健康づくり

６月の強化項目

気にしてみよう『食育』
●問　健康医療政策課　TEL.0296-77-9145

６月は  　　　　　　　　　　です。

早寝早起き朝ごはん！
朝食の欠食をなくし、１日３食きちんと
食べて元気に過ごしましょう。

＊観音開きのコツとポイント
包丁を寝かせて鶏むね肉を切るときは、包丁を端まで動かしすぎて、身を切り
離してしまわないように、気をつけてください。

詳しくはこちら
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　太陽光発電設備の企画・建設などを手掛ける、株式会社
ウエストエネルギーソリューションから子育て応援のた
め、市へ 100 万円の寄附をいただきました。
　いただいた寄附は、市内小学校・義務教育学校、特別支
援学校へ入学した新１年生に配る「エコランドセル給付事
業」に活用させていただきました。
　ご厚意に心から感謝します。

エコランドセル給付事業に寄附
をいただきました

（左から）株式会社ウエストエネルギーソリューション
齊
さい

藤
とう

 英
ひで

俊
とし

取締役部長、山口市長

　笠間遊技場組合から 30 万円の寄附をいただきました。
　同組合からは、平成 22 年度から毎年寄附をいただいて
います。今回の寄附は、安全・安心なまちづくりのために
防犯関連の取り組みで活用させていただきます。
　継続したお心遣いに感謝します。

安全・安心なまちづくりのために

3/21

（左から）笠間遊技場組合 東
とう

原
はら

 宝
たから

組合長、山口市長
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3/17

　笠間市役所で「次世代を担う中学生デジタルビジョンサ
ミット」を初めて開催しました。
　このサミットは、未来のデジタルコミュニティの担い手
である中学生が責任をもって安全かつ健全なオンライン環
境を築いていくために、主体的に SNS などの利用ルール
などについて考える場として設けられたものです。
　完成したルールは、「現実と SNS は同じ」「誰に見られ
ても自分が後悔しない内容か考える」「自分の意志・意見
をしっかりもって相手の情報に惑わされない」という内容
になりました。
　最後に、市内各校で同内容を広め、オンライン環境でも
安全に過ごしていくための取り組みを令和７年度に推進し
ていくと共同声明が発表されました。

次世代を担う中学生デジタル
ビジョンサミットを初開催

共同声明を小沼教育長（写真左）に手渡しました

　市と水戸信用金庫は、「地方地域活性化に向けた連携協
定」を締結しました。
　この協定は、地域防災の強化に関する取り組みをはじめ、
地域に密着した事業を展開する人材の育成、地域スポーツ
活動の振興などで連携することを目的としています。
　今後は、市内の水戸信用金庫研修所の災害時緊急避難所
としての活用や「かさま陶芸の里ハーフマラソン大会」の
開催支援、地域おこし協力隊などの創業支援などで協力を
進めていきます。

水戸信用金庫と協定締結

3/21

3/25

（左から）水戸信用金庫 飯
いい

村
むら

 次
つぎ

男
お

理事長、山口市長

広報かさま 2025 年６月号　コンデキ



　友部中学校２年 岡
おか

野
の

 日
ひ

向
な

子
こ

さんが、「第８回全国中学
ビブリオバトル（活字文化推進会議主催）」に市代表とし
て出場しました。
　大会は立命館大学衣

きぬ

笠
がさ

キャンパス（京都府京都市）で開
催され、全国から代表 36 校が参加。SNS で話題にもなっ
た「残像に口紅を」（筒

つつ

井
い

 康
やす

隆
たか

著・中央公論新社）の面白
さを５分間で紹介。身振り手振りを交えた熱いプレゼン後
に２分間の質問にも笑顔で答え、会場を沸かせていました。
　惜しくも決勝進出は果たせませんでしたが、全国の本好
きな中学生の熱心なプレゼンを見て、とても刺激を受けた
と話してくれました。
　大会出場おめでとうございます。
　※出場者の学年は令和６年度当時のものです。

市代表生徒が
全国中学ビブリオバトルに出場

岡野さん

　笠間市鳥獣被害対策実施隊隊長の大
おお

須
す

賀
が

 正
まさ

弘
ひろ

さんと隊
員の三

み

輪
わ

 英
ひで

樹
き

さんに、山口市長から感謝状がおくられま
した。
　茨城県猟友会笠間支部長から推薦を受けたメンバーで活
動している実施隊の皆さんは、長年にわたりイノシシなど
の有害鳥獣の捕獲活動に従事し、農作物への被害防止に大
きく貢献されています。
　市長から「長年の農作物などへの被害防止活動に感謝し
ます。隊長を中心に、引き続きがんばってください。これ
からの活躍を祈念します」との言葉がおくられました。
　実施隊の皆さん、これからもよろしくお願いします。

市から鳥獣被害対策実施隊へ
感謝状を贈呈

　県立ＩＴ未来高等学校から、「第２回全国情報教育コン
テスト」のファイナリストに選出された３組の生徒が山口
市長を表敬訪問しました。
　「全国情報教育コンテスト」は、一般社団法人デジタル
人材共創連盟が主催するデジタル作品コンテストです。
生徒の皆さんは、全国の中学・高校から 150 組を超える応
募の中からファイナリストに選出されるという快挙を成し
遂げました。
　最終審査会では特別賞などを受賞！また、同コンテスト
のファイナリストは、2025 年大阪・関西万博で開催され
るデジタル学園祭への出場権も獲得しました。
　コンテスト出場おめでとうございます。

全国情報教育コンテストの
ファイナリストに選出！

　茨城県と公益社団法人茨城県農林振興公社が主催する
「第 68 回茨城県稲作共進会」で松

まつ

田
だ

 健
けん

一
いち

さん、「第 35 回
茨城県そば共進会」で上

かみ

稲
いな

田
だ

営農組合がそれぞれ奨励賞を
受賞したことを山口市長へ報告しました。
　市長からは「皆さんのこれまでの取り組みが評価された
のだと思います。農業は市にとって基幹産業です。これか
らもがんばってください」との言葉がおくられました。
　受賞おめでとうございます。

稲作とそばで奨励賞を受賞

（左から）松田さん、山口市長、
上稲田営農組合 柳

や な ぎ ば し
橋 好

よし
和
かず

組合長、同組合 増
ます

渕
ぶち

 哲
てつ

男
お

副組合長

（左から）笠間市鳥獣被害対策実施隊 大須賀隊長、
山口市長、隊員の三輪さん

3/24

3/24

県立ＩＴ未来高校の皆さん

21

注目の笠
かさまびと

間人を
紹介します

3/9

3/19
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新しい農業委員と農地利用最適化推進委員を紹介します新しい農業委員と農地利用最適化推進委員を紹介します
任期は、令和７年４月１日から令和 10年３月 31日までの３年間です。一生懸命がんばりますので、よろしくお願いします。任期は、令和７年４月１日から令和 10年３月 31日までの３年間です。一生懸命がんばりますので、よろしくお願いします。

　　　担当地区毎に、農業委員、農地利用最適化推進委員の役職・氏名となっています。　　　　　担当地区毎に、農業委員、農地利用最適化推進委員の役職・氏名となっています。　　※敬称略※敬称略

※字界はおおよその位置です。

福原
本戸

稲田
来栖

飯合

石井

箱田

片庭

日沢

寺崎 金井

石寺

福田

大橋

笠間

手越

赤坂

下市毛

日草場

大郷戸

箱田大郷戸

池野辺

南吉原
北吉原

上加賀田

小原

五平

鯉淵

鴻巣

上市原

中市原

下市原

南友部

大田町

友部駅前

平町
橋爪

下加賀田

南小泉

大古山

上郷

吉岡

泉 市野谷

福島 安居

土師

矢野下

住吉

湯崎

旭町
随分附

長兎路

柏井

仁古田

長兎路仁古田

中央

八雲
東平

美原

 　
 　

下郷

上押辺
椚山

下押辺

大渕

飯田

※字界はおおよその位置です。

福原
本戸

稲田
来栖

飯合

石井

箱田

片庭

日沢

寺崎 金井

石寺

福田

大橋

笠間

手越

赤坂

下市毛

日草場

大郷戸

箱田大郷戸

池野辺

南吉原
北吉原

上加賀田

小原

五平

鯉淵

鴻巣

上市原

中市原

下市原

南友部

大田町

友部駅前

平町
橋爪

下加賀田

南小泉

大古山

上郷

吉岡

泉 市野谷

福島 安居

土師

矢野下

住吉

湯崎

旭町
随分附

長兎路

柏井

仁古田

長兎路仁古田

中央

八雲
東平

美原

 　
 　

下郷

上押辺
椚山

下押辺

大渕

飯田
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農業委員会 会長農業委員会 会長

永永
ながなが

田田
たた

　　良良
よしよし

夫夫
おお

❷

❻
❼

❾

⓫ ⓬
⓭

❽

❽大原地区
農業委員 推進委員

髙
たか

安
やす

　行
ゆき

男
お

國
くに

谷
や

　博
ひろ

隆
たか

神
かん

原
ばら

　和
かず

彦
ひこ

❼友部地区
農業委員 推進委員

深
ふか

谷
や

　聡
さとる

髙
たか

野
の

　尚
ひさ

夫
お

菊
きく

地
ち

　康
やす

規
のり

❻宍戸地区
農業委員 推進委員

荻
おぎ

津
つ

修
しゅういちろう

一郎 栗
くり

原
はら

　伴
ばん

治
じ

❾北川根地区
農業委員 推進委員

鶴
つる

田
た

　英
ひで

樹
き

欠員

⓭下押辺・安居地区
農業委員 推進委員

小
お

沼
ぬま

　祐
ひろし

持
もち

丸
まる

　秀
ひで

樹
き

❷大池田地区
農業委員 推進委員

寺
てら

門
かど

　博
ひろし

舘
たち

　直
なお

弘
ひろ

会長代理

広報かさま 2025 年６月号　農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介



新しい農業委員と農地利用最適化推進委員を紹介します新しい農業委員と農地利用最適化推進委員を紹介します
任期は、令和７年４月１日から令和 10年３月 31日までの３年間です。一生懸命がんばりますので、よろしくお願いします。任期は、令和７年４月１日から令和 10年３月 31日までの３年間です。一生懸命がんばりますので、よろしくお願いします。

　　　担当地区毎に、農業委員、農地利用最適化推進委員の役職・氏名となっています。　　　　　担当地区毎に、農業委員、農地利用最適化推進委員の役職・氏名となっています。　　※敬称略※敬称略

※字界はおおよその位置です。

福原
本戸

稲田
来栖

飯合

石井

箱田

片庭

日沢

寺崎 金井

石寺

福田

大橋

笠間

手越

赤坂

下市毛

日草場

大郷戸

箱田大郷戸

池野辺

南吉原
北吉原

上加賀田

小原

五平

鯉淵

鴻巣

上市原

中市原

下市原

南友部

大田町

友部駅前

平町
橋爪

下加賀田

南小泉

大古山

上郷

吉岡

泉 市野谷

福島 安居

土師

矢野下

住吉

湯崎

旭町
随分附

長兎路

柏井

仁古田

長兎路仁古田

中央

八雲
東平

美原

 　
 　

下郷

上押辺
椚山

下押辺

大渕

飯田
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❸

❹

❺

⓫

❿

❶

⓫吉岡・泉・市野谷・福島地区
農業委員 推進委員

菅
すが

谷
や

　賢
けん

一
いち

青
あお

木
き

　勝
かつ

照
てる

柳
やなぎはら

原　正
まさ

之
ゆき

❿上郷・下郷地区
農業委員 推進委員

三
みつ

橋
はし

　美
み

香
か

園
その

部
べ

　孝
たか

男
お

川
かわ

又
また

　久
ひさ

良
よし

❶笠間地区
農業委員 推進委員

飛
とび

田
た

　稔
みのる

入
いり

江
え

　保
やす

夫
お

大
おお

熊
くま

　義
よし

勝
かつ

⓬土師・上押辺・椚山地区
農業委員 推進委員

込
こみ

山
やま

　祐
ゆう

一
いち

田
た

口
ぐち

　賢
けん

寿
じ

❹南山地区
農業委員 推進委員

大
おお

𣘺
はし

　正
まさ

義
よし

稲
いな

田
だ

　正
まさ

寿
とし

❺稲田・福原地区
農業委員 推進委員

稲
いな

野
の

邉
べ

茂
しげ

生
き

柳
やなぎばし

橋　好
よし

和
かず

❸北山地区
農業委員 推進委員

鈴
すず

木
き

　明
あきら

大
おお

月
つき

　英
ひで

夫
お

　 農業委員会事務局（内線 73142）　 農業委員会事務局（内線 73142）

市ホームページでも
確認できます

農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介　広報かさま 2025 年６月号



広報かさまがスマート
フォンで読めます
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号

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページでは、行政・災害などの
　さまざまな情報をお届けしています。 令和７年６月５日発行

人口と世帯数
常住人口５. １現在
（　）内は前月比較

●人　口：70,446人（－24人）

　　　男：34,630人（－11人）

　　　女：35,816人（－13人）

●世帯数：30,284世帯（＋68世帯）

●４月の出生者：22人

●４月の死亡者：83人

イベントについて
（市ホームページ）


